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１ . P E R S O N 1 2世 紀 、 中 国 （ 南 宋 ） の 儒 学 者 で 、 朱 子 学 （ 宋 学 ） を 大 成 。 1

２ . 万 物 生 成 の 根 源 ・ 原 理 と 事 物 に 形 を 与 え る 器 ・ 具 の 二 つ の 組 合 せ で 万 物 2

の 成 り 立 ち や 世 界 を 説 明 す る 朱 子 の 考 え 方 。

３ . 理 （ 理 法 ・ 精 神 的 要 素 ） が 気 （ ガ ス 状 の 物 質 的 要 素 ） を 支 配 す る と い う 3

二 元 論 的 な 考 え 方 。 人 間 な ら 理 （ 本 然 の 性 ） が 気 （ 気 質 の 性 ） を コ ン ト ロ ー

ル 。 よ っ て 、 善 悪 の 区 分 は 心 に 先 立 つ 客 観 的 な 理 法 に よ る 。

４ . つ つ し み の 心 で 感 情 や 欲 望 を 抑 制 し 、 万 物 を 貫 く 理 法 を 見 極 め る こ と 。 4

語 義 ： 居 敬 は 「 立 ち 居 振 る 舞 い に つ つ し み が あ る こ と 。 窮 理 は 「 理 を 窮」

（ き わ ） め る （ そ れ 以 上 進 め な い と こ ろ ま で 行 き つ く 」）

５ . 真 の 知 の 確 立 （ 致 知 ） は 、 そ れ ぞ れ の 事 物 に 即 し て 理 を 窮 め て い く こ と 5

（ 格 物 ） に よ る 。 書 き 下 し ： 知 を 致 す は 、 物 に 格 （ い た ） る に あ り 」「

６ . P E R S O N 1 5・ 1 6世 紀 、 中 国 （ 明 ） の 儒 学 者 で 、 陽 明 学 を 大 成 。 6

７ . 全 て の 人 間 に 生 ま れ な が ら そ な わ る 心 の 本 体 （ 良 心 ） を 自 覚 し 、 主 体 的 7

に 発 揮 す る こ と で 善 を 実 現 で き る 「 良 知 」 は 孟 子 の 言 葉 で 良 知 良 能 と も 。。

８ . 心 に お い て 理 と 気 は 一 つ （ 一 元 論 的 。 よ っ て 、 善 悪 の 区 分 は 心 の 本 体 8）

（ 良 知 ） の 主 観 的 ・ 主 体 的 な は た ら き に よ る 。

９ . 実 践 的 な 陽 明 学 の 主 張 「 知 は 行 の は じ め 、 行 は 知 の 完 成 。 9。 」

関 連 事 項 ： ソ ク ラ テ ス の 毒 杯 を 仰 い で 自 死 し た 際 の 「 悪 法 も ま た 法 な り 」 に

象 徴 さ れ る 、 知 る こ と と 行 動 の 一 致 を 重 視 し た 考 え 方

10 . P E R S O N B . C .５ ・ ４ 世 紀 ？ 、 中 国 の 道 家 の 開 祖 。 10

1 1 . 道 家 の 説 く 、 万 物 に 一 貫 す る 不 変 の も の 。 儒 家 の 「 人 倫 の 道 （ 道 徳 や 11」

政 治 ） に 対 す る 「 自 然 の 道 （ 万 物 の 根 源 や 無 ＜ 認 識 や 説 明 が で き な い ＞ 。」 ）

12 . 道 タ オ に 従 っ て 生 き る こ と 作 為 人 工 ・ 都 会 を 否 定 し 自 然 素 12（ ） 。 （ ） 、 （

朴 さ ・ 田 舎 ） を 重 視 。

13 . 水 （ 上 善 は 水 の 如 し ） の よ う に 、 無 理 せ ず 受 け 身 で 生 き る こ と 。 13

1 4 . 老 子 の 理 想 社 会 。 欲 の 少 な い 素 朴 な 人 々 が 構 成 す る 小 さ な 国 家 。 14

1 5 . P E R S O N B . C .４ 世 紀 、 老 子 の 思 想 を 哲 学 的 に 深 め た 道 家 の 思 想 家 。 15

1 6 . 荘 子 の 説 く 「 無 為 自 然 の 世 界 」 で は 、 全 て の 存 在 は 斉 （ ひ と ） し く 同 じ 16

と す る 思 想 。 逆 に 「 人 知 の 世 界 」 で は 善 悪 や 生 死 が 相 対 的 に 区 別 さ れ る 。、

1 7 . 荘 子 の 説 く 「 何 に も と ら わ れ ず 、 道 （ タ オ ） に 順 応 し て い き る 」 理 想 的 17

人 間 像 。

18 . 万 物 斉 同 （ 説 ） や 「 胡 蝶 の 夢 」 に 見 ら れ る 、 荘 子 の 理 想 の 境 地 。 18

T . Q .「 タ オ イ ズ ム （ 老 荘 思 想 ） の ユ ニ ー ク さ と は ？ 」

T. A .

何 事 に も と ら わ れ ず 、 あ り の ま ま （ 自 然 ） に 生 き る こ と が 無 為 自 然 で あ り 、 人 間 は 常 に 柔 弱

兼 下 で な け れ ば な ら な い 。 孔 子 の 人 倫 の 道 を も 否 定 し 、 人 知 で は 到 底 お よ ば な い 境 地 を 見 出

し た 「 道 」 こ そ が 、 タ オ イ ズ ム （ 老 荘 思 想 ） の 一 番 の ユ ニ ー ク さ と い え る だ ろ う 。


